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　この夏なつのことでした。正しょうちゃんは毎日まいにちのようにもち棒ぼうを持もって、お宮みやのけいだいへ、せみとりに出でかけました。そのけいだいは、木立こだちがたくさんあって、すずしい風かぜが吹ふいていました。そして、雨あめのふる音おとのように、ジイジイせみがないていました。また、あぶらぜみがなき、午ご後ごからはひぐらしがないたのでありました。正しょうちゃんは日ひにやけた黒くろい顔かおをして、ごはんを食たべるのも忘わすれて、あそびにむちゅうの日ひが多おおかったのです。

　だから、晩ばんがたは疲つかれてお家うちへかえり、お湯ゆにはいると、すぐにいねむりをしてしまいました。

「そう毎日まいにちあそんでばかりいていいのですか？」と、お母かあさんがしんぱいをしておっしゃいました。

　すると、そばからお父とうさんが、

「いや、どこへも避暑ひしょにいかなかったのだから、休やすみのあいだだけじゅうぶんにあそばしてやればいい。」と、いわれたのです。

　正しょうちゃんは、お父とうさんの言葉ことばがどんなにうれしかったかしれません。自分じぶんは、どこへもいきたいとは思おもいませんでした。ただ、あのお宮みやのけいだいで、年としちゃんや吉雄よしおさんたちと仲なかよくあそんでいることができれば、それがなによりもたのしいことだと思おもいました。

「ねえ、お父とうさん。きょう紙芝居かみしばいのおじさんが、じてん車しゃをほったらかして木きの下したで、道具屋どうぐやのおじさんと将棋しょうぎをさしていましたよ。」と、話はなしました。

「ああそうか。あすこは涼すずしいからな。将棋しょうぎをさしたり、ひるねをしたりするのにはいいだろう。」と、お父とうさんはわらわれました。

「紙芝居かみしばいのおじさんは、なまけていけませんね。」と、正しょうちゃんは、まじめになっていいました。

　これをおききになったお母かあさんは、おかしくてたまらぬように、

「まあ、自分じぶんのなまけることはわからずに、ひとのなまけることはよくわかるんですね。」と、おわらいになりました。

　学校がっこうがはじまって、だんだん涼すずしくなると、みんなは勉強べんきょうにせいを出ださなければならなくなりました。

　ある日ひ、正しょうちゃんのおさらい帳ちょうをごらんになったお母かあさんは、おどろいて、

「わからないところはみんな書かいてないのですね。書かいてあるところも、いくつかちがっているじゃありませんか。」といって、正しょうちゃんをおしかりになりました。

　正しょうちゃんは自分じぶんが悪わるいと思おもったときは、だまっていました。

「なぜ、わからないところはお姉ねえさんにでもきかないのですか。」

　お母かあさんはこのことを、お父とうさんにいわぬわけにはまいりませんでした。お父とうさんがおかえりなさって、一家かのものがたのしく夕飯ゆうめしをすましたのちでありました。

「正しょうちゃんは、学校がっこうのことがちっともできないのでございますよ。これをごらんください。」といって、おさらい帳ちょうをお父とうさんの前まえにお出だしになりました。

　お父とうさんは、できないとおききになると、ちょっと暗くらい顔かおつきをなさいましたが、おさらい帳ちょうをおとりあげになって、ていねいにごらんになりました。

「せみととんぼの絵えを、おかきなさい。」と、いうところがありました。

　これは、正しょうちゃんのいちばんとくいなところだったのでしょう。ほんもののせみと、とんぼを見みるように、それはよくかけていました。これには、さすがにお父とうさんも、

「うまいもんだなあ！」と、心こころの中なかで感心かんしんなさっていました。

　そして、正しょうちゃんのかいた絵えをごらんなさっているうちに、自分じぶんも子供こどもの時分じぶんに、よく虫むしを観察かんさつして、とんぼの背中せなかにはおかんのんさまがあるといったものであるが、そのかんのんさまのおすがたまで、完全かんぜんにうつしてあるのに、むしろびっくりなさいました。

　正しょうちゃんもお母かあさんも、お父とうさんの口くちからなんといってお小言こごとが出でるかと思おもっていると、

「これからおちついて勉強べんきょうしなければならない。おちついてやりさえすれば、正坊しょうぼうはよくできるのだから。」

　こうおっしゃったお父とうさんは、自分じぶんも子供こどもの時分じぶんには、せみやとんぼのお友ともだちだった、そして彼かれらの生活せいかつからいろいろのことをおぼえたと、なつかしくお思おもいになったのであります。

　お父とうさんは、正しょうちゃんをしかる気きにはなれませんでした。かえって、忘わすれてしまっていたせみやとんぼのすがたを、つくづくごらんになって、「こんなだったかなあ。」と、お思おもいになりました。

　正しょうちゃんは、また、いつもやさしいお父とうさんのことばに感激かんげきして、これから勉強べんきょうするようにちかったのでした。
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